
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１７年、１８年、１９年と３年間で植えた木も成長しています。 

また、天然に生えてきたセンノキ、ウダイカンバ、シラカバ、コシアブラ、アサダ、ベ

ニイタヤ、キハダ、ニガキ、ホオノキ、ケヤマハンノキ、エゾノバッコヤナギなども目立

つようになり、目標としている森林に、少しずつ近づいているように感じられます。 

平成 16 年 9 月の台風により野幌森林

公園で風倒被害が発生しました、これを

受け「100 年前の原始性が感じられる

森林」を目標に『みんなで森林づくり 

みんなで森林づくり よみがえれ！「野幌の森」 
平成２２年５月 19 日 その後レポート №.２ 

よみがえれ！「野幌の森」』と題して市

民のみなさんと協働ですすめてきた森

林づくり現地のその後をレポートしま

す。 

昨年 2 回目の下草刈をしました 

昨年に引き続き平成２１年度も市民

ボランティアを募集し下草刈を実施し

ました。植栽木だけでなく自然に生えて

きた稚樹も大事に育てるため、目印を付

けながら作業をすすめました。 

昨年は、生分解性のテープを使って地

球に優しい？表示をしました。 

6 月上旬はスズメバチが巣作りをはじ

める時期と重なっているため、蜂対策と

しての防蜂網や防蜂手袋など付けて作

業します。参加者は重装備に驚きながら

も、「安心感がある」と好評でした。 

下草刈は植栽木などが大きくなるま

で今後も続けていきます。 

大鎌を持ち作業開始！ 草と一緒に切らないように印付 

樹 高 単 位 ： ㎝

植 栽 年 度

調 査 年 度 H1 8 H1 9 H2 0 H2 1 H 18 H 19 H 20 H 21 H 19 H 20 H 21

ト ド マ ツ 35 59 80 1 05 43 57 84 112 40 40 4 8

エ ゾ マ ツ 78 95 1 25 1 59

ア カ エ ゾ マ ツ 48 58 80 1 12

ミ ズ ナ ラ 53 69 1 02 1 48 38 40 57 89 36 34 4 6

ハ ル ニ レ 72 1 14 1 43 1 83 39 72 104 141 54 60 7 9

ヤ チ ダ モ 77 1 05 1 27 1 83 66 86 119 138 48 61 6 6

イ タ ヤ カ エ デ 70 99 1 34 1 31 52 58 83 114 44 38 4 9

ヤ マ モ ミ ジ 53 76 66 98

キ タ コ ブ シ 63 79 82 1 09

カ ツ ラ 75 97 108 156 48 42 5 8

平 　 均 61 84 1 04 1 36 52 68 93 125 45 46 5 8

平 成 1 7年 平 成 18年 平 成 19 年



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

すっぱりウサギに切られました。        ウサギは削るように食べます。 
 
 雪解け頃の造林地は、ウサギやネズミに食われた痕が生々しく目につきます。 

 それでも、芽生えの頃には緑の葉を広げ、たくましい生命力を感じさせてくれます。 
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野幌に生息する「コガタスズメバチ」の巣作りの様子です。 

まず、女王蜂が巣を作り、卵を産み付けます。そこから育った働き蜂が巣を守り大きくします。

「みんなで森林づくり」の下刈りは安全を考え、働き蜂が出現する前の時期に実施するよう計

画しています。蜂は動くものを攻撃するので蜂の気配を感じたら、慌てて動かず、何の蜂がど

のような状態か落ち着いて確認することが大切です。まず、相手を知ることです。 

がんばるスズメバチ！  応援はしないけど・・・ 

 今後は風雪など色々な苦難に耐えながらも伸びていくものと思います。 

皆さんも機会があれば植栽した苗木の成長を見に来てください。 

今年も下刈りを６月１３日（日）、１４日（月）に計画しております。 

森林の様子をみがてら是非ご参加ください。 

この形になると 
働き蜂が出現！！ 

木だって少しぐらい食べられても がんばる！ 

初期の様子

女王蜂が巣を製作中 


